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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

古
仏
無
言
に
坐
す

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 4 ―

髙

木

聖

雨

先

生

筆
硯
佳
友
を
得
る

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参 考 手 本
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（10 月 10 日締切）

条 幅 規 定

【
今
月
の
課
題
】

「�

形
軀
鶴
有
冲
霄
心
龜
厭
曳�

尾
居
以
竹
兩
附
口
相
將
上
」

�

（
20
字
）

『
蜀し
ょ
く素そ

帖じ
ょ
う』

米べ
い
芾ふ
つ
（
宋
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
安
得
保
）
歲
寒
。
龜
鶴
年
壽
齊
。

羽
介
所
託
殊
。
種
種
是
靈
物
。

相
得
忘
形
軀
。
鶴
有
冲
霄
心
。

龜
厭
曳
尾
居
。
以
竹
兩
附
口
。

相
將
上
雲
衢
。
報
汝
愼
勿
語
。

一
語
墮
泥
塗
。

　

吳
江
垂
虹
亭
作

斷
雲
一
片
洞
庭
帆
玉
破
鱸

安い
ず
くん
ぞ
歲さ

い

寒か
ん

を
保た

も

つ
を
得え

ん
や

亀き

鶴か
く

年ね
ん

寿じ
ゅ

斉ひ
と

し
き
も

羽う

介か
い

託た
く

す
る
所

と
こ
ろ

殊こ
と

な
る

種
々
是こ

れ
霊れ

い

物ぶ
つ

相あ

い
得え

ん
や
形け

い

軀く

を
忘
る
る
を

鶴
に
は
有
り
冲

ち
ゅ
う

霄し
ょ
うの
心

こ
こ
ろ

亀
は
厭い

と

う
曳え

い

尾び

の
居き

ょ

竹
を
以
て
両と

も

に
口
に
附
し

相あ

い
将ひ

き

い
て
雲う

ん

衢く

に
上の

ぼ

る

汝な
ん
じに
報ほ

う

ず
慎つ

つ
しん
で
語
る
勿な

か
れ

一ひ
と

た
び
語
れ
ば
泥で

い

塗と

に
墮お

ち
ん

　

呉ご

江こ
う

垂す
い

虹こ
う

亭て
い

の
作

断だ
ん

雲う
ん

一い
っ

片ぺ
ん

洞ど
う

庭て
い

の
帆は

ん

玉ぎ
ょ
くは
鱸ろ

魚ぎ
ょ

を
破
り

A部（準五段以上）
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条 幅 規 定

（10 月 10 日締切）

『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

羲ぎ

之し

（
東
晋
）

【
今
月
の
課
題
】

「�

崇
山
峻
領
茂
林
脩
竹
又
有�

清
流
激
湍
暎
帶
左
右
」�

�

（
18
字
）

永
和
九
年　

歳
在
癸
丑　

暮
春
之
初　

會

于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭　

脩
禊
事

也　

羣
賢
畢
至　

少
長
咸
集　

此
地

有
崇
山
峻
領　

茂
林
脩
竹　

又
有
淸
流
激

湍　

暎
帶
左
右　

引
以
爲
流
觴
曲
水　

列
坐
其
次　

雖
無
絲
竹
管
弦
之

永
和
九
年
。
歳と
し

は
癸き

丑ち
ゅ
うに
在あ

り
。
暮
春
の

初
め
、
会か
い

稽け
い

山さ
ん

陰い
ん

の
蘭ら
ん

亭て
い

に
会
す
。
禊け
い

事じ

を
脩お
さ

む
る
な
り
。
群
賢
畢
こ
と
ご
とく
至
り
、
少
長

咸み

な
集
ま
る
。
此こ

の
地
崇す
う
ざ
ん山
峻し
ゅ
ん
れ
い領
、
茂も

林り
ん

脩し
ゅ
う

竹ち
く

有
り
、
又ま

た
清せ
い

流り
ゅ
う

激げ
き
た
ん湍
有
り

て
、
左
右
に
暎え
い
た
い帯
す
。
引
い
て
以も
っ

て
流り
ゅ
う

觴し
ょ
う

曲き
ょ
く

水す
い

を
為な

し
、
其
の
次じ

に
列
坐
す
。

絲し
　
ち
く竹
管か
ん

弦げ
ん

の
盛
無
し
と
雖い
へ
ど

も
、

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

Ｂ部（四段以下）



―
7
―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

国
都
尉
丞
右

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

国
都
尉
丞
右

3

3

3

3

3

3

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

今
斯
乃
上
帝

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

当
今3

に
取
る
。
斯3こ

れ
乃3

す
な
わち
、
上
帝

3

3

3

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（10 月 10 日締切）
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石

田

輝

仙

先

生

白
髮
三
千
丈　

緣
愁
似
箇
長　

不
知
明
鏡
裏　

何
處
得
秋
霜

白
髪
三
千
丈　

愁
に
縁
り
て
箇
の
似
く
長
し　

知
ら
ず
明
鏡
の
裏　

何
れ
の
処
に
か
秋
霜
を
得
た
る

条 幅 参 考 手 本

長

澤

豊

雲

先

生

領
得
烏
紗
帽　

全
勝
白
接
　

山
人
不
照
鏡　

稚
子
衜
相
宜

烏
紗
帽
を
領
得
し
て　

全
く
白
接

に
勝
る　

山
人
は
鏡
に
照
ら
さ
ざ
る
も　

稚
子
は
相
宜
し
と
道
う
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二　

奈　
　
　

  

鹿　
　
　
　

年 

遅
か 

具　
支　
　
　
　
　　
薙　
利　
　
　
三　
遅　
婦　
　
　

於　
　
　
寸　
　
　
　
　
　
　

阿　
　
　
　

 

二

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（10 月 10 日締切）

織

田

翡

仙

先

生

燕
趙
悲
歌
士　

相
逢
劇
孟
家　

寸
心
言
不
盡　

前
路
日
將
斜

燕
趙
悲
歌
の
士　

相
逢
う
劇
孟
の
家　

寸
心
言
い
盡
さ
ず　

前
路
日
將
に
斜
な
ら
ん
と
す

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

峯み
ね
に
な
く
し
か
の
ね
近ち
か
く
き
こ
ゆ
な
り
も
み
ぢ
ふ
き
お
ろ
す
夜よ

半は

の
あ
ら
し
に
（
前
参
議
経
盛
）

条 幅 参 考 手 本

支
部
名　
　

段
級　
　

姓
号
（
鉛
筆
）



―
10
―

―
10
―

（10 月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

山や
ま

里ざ
と

に
霧き
り

の
籬ま
が
き

の
へ
だ
て
ず
ば
遠を
ち

方か
た

人び
と

の
袖そ
で

は
み
て
ま
し
（
曾
禰
好
忠
）

　
　

さ
と 

二　
　
　
　

 

万
可
支  

能　

遍　

多　

帝　

春　

八　
乎
地
可
多
日
と　
　
　
　

 

八　
　
　
　
　

万　

志

半紙かな（１級以下）

古

田

葉

子

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

花は
な

鳥ど
り

の
な
か
の
鬼ほ
ほ

灯づ
き

と
も
り
け
る
（
後
藤
夜
半
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可　
　

 

寳
ゝ
つ
支　
　
　
　
　
　
　
遣　

留

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）
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実 用 文

渡

邉

南

嶂

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（10 月 10 日締切）

島
崎
藤
村
詩
「
夏
草
」
よ
り
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P51

梧ご　

桐ど
う　

青
桐
。　
　
　
　

老ろ
う　

鶯お
う　

夏
の
う
ぐ
い
す
。

蜩ち
ょ
う
　

声せ
い　

ひ
ぐ
ら
し
の
声
。

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（10 月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）
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（10 月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
恐
れ
ず
、
空
間
を
…
文
字
を
置
い
て
…
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

田

邉

翠

鶴

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

 

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　
　

段
級　
　
　

名　
　
　
　

前

小６用

10 月 10 日締切課題並びに後期昇段級試験課題（10 月 15 日締切）
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
  

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

　

支　

 

部
名　
　
　

段　
　

級　
　
　

名　
　
　

前

小２用

10 月 10 日締切課題並びに後期昇段級試験課題（10 月 15 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1～小 3　　田　　邉　　翠　　鶴　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4～小 6　　齊　　藤　　翡　　流　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

10 月 10 日締切課題並びに後期昇段級試験課題（10 月 15 日締切）
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船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小
一
毛
筆　

さ　

か

小
一
硬
筆　

そ
ら
は
、
あ
お
く
、
く
も
ひ
と
つ
な
い
。

11 

月 

10
日 

締 

切 

課 

題 

学 

生 

部 

課 

題 

予 

告

11 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　

庵
に
も
る
月
の
影
こ
そ
淋
し
け
れ
山
田
は
引
板
の
お
と
ば
か
り
し
て
（
西
行
）

か
な
条
幅
規
定　

草
深ふ

か

み
分わ

け
入
り
て
と
ふ
人
も
あ
れ
や
ふ
り
ゆ
く
宿
の
鈴
虫
の
声
（
西
行
）

Ｂ
部
条
幅
規
定　

引
以
爲
流
觴
曲
水
列
坐
其
次
雖
無
絲
竹
管
弦
之

Ａ
部
条
幅
規
定　

雲
衢
報
汝
愼
勿
語
一
語
堕
泥
塗
吳
江
垂
虹
亭
作
斷
雲

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

雁
か
り
が
ねの
声こ

ゑ

の
し
ば
ら
く
空そ
ら

に
満み

ち
（
高
野
素
十
）

実
用
文　

�

落
ち
葉
が
冷
た
い
風
に
舞
い
、
街
は
静
か
に
冬
の
支
度
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

澄
ん
だ
夜
空
に
は
、
き
ら
め
く
星
が
美
し
い
季
節
で
す
。

一
般
硬
筆
（
初
段
以
上
）　�

紅
葉
が
少
し
ず
つ
山
を
染
め
て
い
き
緑
か
ら
赤
へ
静
か
な
移
ろ
い
が
美
し
い
。

自
然
は
黙
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
。

一
般
硬
筆
（
一
級
以
下
）　�

夕
暮
れ
の
街
に
涼
し
い
風
が
吹
き
、
家
路
を
急
ぐ
影
が
伸
び
て
ゆ
く
。

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

扶
風
隃
麋
侯

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

玄
符
天
子
令

小
二
硬
筆　

白
い
く
も
が
、
あ
き
の
空
に
う
か
ん
で
い
た
。

小
二
毛
筆　

テ
ス
ト

小
三
硬
筆　

夕
日
が
西
の
山
を
赤
く
そ
め
て
し
ず
み
ま
す
。

小
三
毛
筆　

ま
つ
虫

小
四
硬
筆　

山
の
木
が
色
づ
き
、
秋
も
い
よ
い
よ
深
ま
っ
た
。

小
四
毛
筆　

子
ど
も
会

小
五
硬
筆　

昨
夜
の
雨
が
残
し
た
水
た
ま
り
に
、
光
が
き
ら
め
く
。

小
五
毛
筆　

向
か
い
風

小
六
硬
筆　

晴
れ
後
く
も
り
。
秋
の
空
は
変
わ
り
や
す
い
気
候
だ
。

小
六
毛
筆　

古
い
伝
統

中
一
硬
筆　

日
本
の
四
季
で
は
、
秋
が
一
番
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

中
一
毛
筆　

文
化
の
創
造

中
二
硬
筆　

十
月
は
、
暑
く
も
寒
く
も
な
い
過
ご
し
や
す
い
季
節
。

中
二
毛
筆　

白
い
時
計
台

中
三
硬
筆　

星
空
を
見
上
げ
て
、
広
大
な
宇
宙
の
神
秘
を
思
う
。

中
三
毛
筆　

秋
の
芸
術
祭

10 月 10 日締切課題並びに後期昇段級試験課題（10 月 15 日締切）

※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

中
学
部
か
な　

ふ
る
さ
と
は
雲
の
先
な
り
秋
の
く
れ

小
学
部
小
筆　

赤
と
ん
ぼ
の　

大
行
進




